中小商工業研究所　第13回夏期研究集会
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ＨＰ・メールニュース <№3>

2018年7月17日
～第１3回夏期研 魅力あふれる「分科会」
第13回夏期研究集会の分科会は2日目の8月19日(日)に、高崎経済大学で開催されます。5つの分科会では、今もっとも注目されている実践的レポートが予定されています。メールニュースでは、数回にわたり各分科会の紹介をしていきます。このほかにも魅力的な企画が盛りだくさんです。ぜひ、参加の呼びかけをお願いします。
＊2日目：8月19日(日)

【分科会】9時30分～12時30分（会場：高崎経済大学 1号館）
　○第2分科会　社会保障拡充と消費税に頼らない税・財政への展望
　　〔1号館134号室〕
※報告内容は予定です
【内容】
　　第２次安倍政権が発足してからの5年間で、6兆5000億円もの社会保障の負担増・給付減が強行されました。社会保障は、「①生活安定・向上機能、②所得再分配機能、③経済安定機能の３つがあげられる」（厚生労働省）とされていますが、安倍政権によって社会保障の理念が捻じ曲げられ、格差と貧困も広がりました。

税率10％と同時に導入が予定されている複数税率・インボイス制度の問題点も明らかにしながら、あるべき社会保障制度と消費税に頼らない財源確保の道について研究します。

　報告テーマ：消費税増税が中小業者に与える影響について　
〔座長報告〕橋沢政實・全商連副会長
　報告テーマ：安倍政権の社会保障改悪の実態について―あるべき社会保障制度とは―　　　〔助言者報告〕金澤誠一・佛教大学教授
報告テーマ：消費税の複数税率・インボイスの問題点について　

〔助言者報告〕湖東京至・税理士　
　　その他、国保都道府県化の実態や各地での活動の取り組みなど報告予定です。
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○第3分科会　金融の変化と事業計画づくりの意義〔１号館143教室〕
※報告内容は予定です
【内容】
金融行政や信用保証をめぐる情勢の変化を押さえながら、「事業計画づくり」と資金繰り対策を考えます。

[image: image3.png]


　報告テーマ：小規模事業者における事業計画づくりの方法
と意義

〔助言者報告〕上品忍・中小企業診断士
報告概要：経営対策、補助金・融資獲得につながる事業計画づくりの方法と意義について報告していただきます。その後、上品さんの進行の下、ワーク形式（参加者記入形式）でＳＷＯＴ作成のための切り口や方法論を、参加者からの質疑を交えて、分科会前半はじっくりと学びます。
　報告テーマ：金融行政の行き詰まりと転換－金融行政変化をどう見る－

〔助言者報告〕鳥畑与一・静岡大学教授

報告概要：森金融行政の金融仲介機能発揮の推進の内容と問題点を金融庁の「金融仲介機能のベンチマーク」に触れつつ、報告します。
　報告テーマ：事業性評価融資にどう対応し融資を獲得したか

〔報告〕山口伸・一関民商事務局長

　報告概要：事業性が認められ融資獲得につながった事例について事業計画書を基に報告します。
　報告テーマ：日本政策金融公庫からどう融資を獲得してきたか

〔報告〕朽原明浩・東彼民商事務局長

　報告概要：数々の融資獲得事例について事業計画書を基に報告します。

　報告テーマ：「改正」信用保証制度の概要、セーフティーネット保証５号の役割と危機関連保証の課題
〔報告〕宮津友多・全商連事務局員
**********《参加申し込みについて》****************
「第13回夏期研究集会・参加申込書」に記載の上、県連を通じてFAXまたは郵送で全商連にお送りください。〆切は８月３日（金）です。

※宿泊の手配が必要な場合は「宿泊申込書」にご記入の上、㈱TTRツアー(電話0277-20-8411：FAX 0277-47-5131)にFAXでお申し込みください。〆切は7月17日(火)です。なお、個人で確保される場合には、お早めに対応をお願いします。
◇お問い合わせ、申込み先

　全商連付属　中小商工業研究所

　〒171-8575　東京都豊島区目白２－３６－１３　全商連気付

　電話　03-3987-4391　　FAX　03-3988-0820
◇参加費・資料代　1人5,000円、学生2,000円
振込口座　りそな銀行　目白出張所　普通口座　1016822　

中小商工業研究所　代表　太田義郎（オオタヨシロウ）



「循環型地域経済と中小商工業の役割」























